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技術研修についての分子研の役割

大学、研究所にとって、研究施設、設備を支え、さらに

新技術を開発していただく、技官の方々の存在は非常に大

きく、研究の質はこれら技官の技術レベルによって決ま

る、と言っても過雷ではない。最近の技術進歩は目ざまし

く、技官の方々が最新の技術を修得し、新しい研究の展開

に貢献することが、強く求められている。にもかかわら

ず、大学、研究所における技官をめぐる情勢は極めて憂慮

すべき状況にある。度重なる定員削減により、技官の絶対

数が著しく減少しているにもかかわらず、一方では増えつ

づける研究設備が、技術要求に対応する日常的業務に忙殺

され、その結果、技官として最も必要な新技術の修得や、

技術向上がほとんど行われない状態になっている。また、

一般的に技官の流動性は悪〈、技術交流の機会が極めて少

ないことカ大事態をますます深刻化しており、技官の勤労

意欲の低下につながっている。このような閉塞的な情況に

対して、有効な手が打たれないままで推移している。

一方、分子研のような大学、共同利用研の場合、全国の

研究者との受流が、共同研究等を通じて日常的に行われて

おり、双方の研究者の活性化に大いに役立っている。同じ

ような事がお互いの技官の聞でも行なうことができれば、

技官の活性化につながるかも知れない。また、分子研のよ

うな所が、そのような役目を果たすことも、大学共同利用

機関としての、義務の一つでないかとも考えられる。

たまたま、昨年、某国立大学の教授から、自分の研究室

の技官を、技術修得のため、一定期間分子研の施設に派遣

したいが受け入れてもらえないだろうかという相談を受け

分子科学研究所長伊藤光男

た。至極当然な要望で、別に問題はないと簡単に考えてい

たのだが、よく調べてみると技官の研修受け入れについて

は、正式な制度や予算もなく、研究者受け入れの場合と、

全く事情が異なることが分かつた。研究と技術は、表裏一

体にあると考えると、これはおかしな事であると言わざる

を得ない。そこで装置開発室長である北川禎三教授に、受

け入れについて具体的な検討をいただき、一方では、管理

局のご理解と予算面でのご配慮をいただいた結果、大学に

所属する技官を、一定期間、分子研の研究施設に研修の目

的で受け入れるための、技術研修制度を発足きせた。この

制度によって、平成7年度に他大学から、 7 名の技官の

方々を受け入れた。派遣側、受け入れ側双方にとって、非

常に好評であり、平成8年度も続けて実施する予定であ

り、将来的には正式に制度化して、定着をはかりたいと考

えている。

現在のところ、受け入れ体制、予算等の種々の制約があ

り、一つの小さな試みに過ぎないが、これが皆さんのこ唱

力で、より力強い歩みとなり、新しい技術の習得、向上に

資するとともに、将来的には、技官の人事交流につながる

よう願っている。もしこのようなことが全国の大学、共同

利用研で行うことができれば、各研究所での規模は小さく

ても、全国的な流れとなって、全国の技官の活性化と、研

究技術の飛躍的向上につながるものと信じている。分子研

がこのような大きな流れをつくるよう、お互いに努力しよ

うではありませんか。 
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研究者の品定め 

分子科学研究所長伊藤光男

いきなり昔のことで恐縮ですが、今を去る 3 8 年前の 

1960 年にアメリカのウイスコンシン大学に博士研究

員として留学し、そこで 2 年を過ごしました。当時はア

メリカと日本の格差はものすごく、驚くことばかりでし

たが、そのなかの一つは大学の技官(テタニシアン)が

非常に尊敬され、また社会的地位も高かったことです。

ベテランの技官の場合、古株の教授より給料がよいと噂

されていましたし、現に大きな力と影響力を持っていま

した。

留学前までは九州大学理学都で助手として研究を行っ

ていて、そこでは理学おの工場の技官の方々に装置の製

作等で大変お世話になりましたが、だいたい欲しいもの

があれば自分で設計し、それを持ち込んで技官の方に製

作を一方的にお願いするというパターンでした。アメリ

カで大変違うと思ったことは、頼みに行った時、その装

置なり部品なりがどのような研究に必要で、その研究が

どのように重要であるか、また要求する精度等の根拠に

ついて説明を求められることでした。留学して問もない

時、ある小さな金属部品の製作をマシンショップに頼み

に行ったとき色々と説明を求められ面食らいました。英

語もよくできなかったせいもあって納得させることがで

きず、結局、撃退されました。

それで注意してみていると、ベテランのテタニシアン

は研究者を品定めしていることに気がつきました。とく

に新任の教授、助教授がくると、ベテランのテタニシア

ンが当たりをつけた新参者に何かお役にたつことがない

かと打診することから始まります。そして自分やその部

下はどのような事が得意で今までこれだけの実績をあげ

てきたと大いに宣伝します。その上で、研究内容や計画

を聞いただします。これはまさに新参者にとってはテス

トでして、研究内容なぞ分からないだろうとたかをくく

ると飛んでもないことになりまオ。ベテランテクニシア

ンはよく勉強していて、研究の重要性やユニークさを見

抜く力を持っており、それをアピールできなければ見放

されてしまいます。また彼らは研究者(主に実験屋)が

ユニークで独創的な研究をすすめるとき、実験方法や装

置等でかならず新機軸なり工夫があるはずであり、それ

仁は絶対に技官の助けを必要とすることを確信している

のです。市飯の装置等だけで事たれりとする研究者には

見向きもしません。こうしてベテランテタニシアンが納

得すればとことん入れ揚げてくれるのです。これには日

本とは少し異なる事情があります。アメリカの教授、助

教授の研究費はそれぞれ各自が外部から獲得してきた

ファンドがほとんどであり、その使途にはかなりの自由

度があり、人件費をふくめた技術支援に支出することが

出来ます。そのため、よい研究で大きなファンドがとれ

そうな研究者にめぼしをつけ、それに賭けるという磁が

あります。自分たちの技術的貢献で研究者がよい仕事を

すれば、それに伴ってファンドも入り、自分たちの実入

りもよくなるというわけです。また、技官にたいする研

究者の評価が高まれば、引く手あまたになり、場合に

よっては好条件で他大学等に引き抜かれることもありま

す。

日本はアメリカと違って報酬は期待できないとして

も、その研究に共感できるものがあれば、それにのめり

込むという事があってもよいのではないでしょうか。そ

のために分子研でも技官の方々，が研究者の品定めをする

べきでないでしょうか。研究者はつねに他人とは違う研

究をめざしています。市販の装置のみに頼るようでは所

詮、皆と同列の研究しかできません。違ったことをやる

ためには、工夫をこらさなければなりません。研究者は

いつも、これができればな一、あれができればな一、と

思い悩んでいるものです。実験盤』ことってそれは市販の

装置だけでは満足出来ないことを意味しています。研究

者はこのような悩みを技官の方々に直接にぶつけること

が必要ですし、またぶつけてくる研究者はほんもので

しょう。

私の分子研での任期も終わろうとしています。任期中

に技官の方々に何かお役にたてることができたかどうか

甚だ心許ない限りですが、技官奨励研究費の申請等を通

じて分子研の技官の方々の研究熱心と研究者の役にたち

たいという真鯵な気持ちに打たれました。このような技

官の方々の想いと研究者の想いとは互いに通ずるものが

あります。しかし、今まで 2 者の聞の意思疎通が充分で

あったとは言えません。手始めに新任の教授、助教授 lこ

研究計画を語っていただき、技官の方で品定めをするこ

とをやったらどうでしょうか?腸手なことを言って申し

訳ありません。最後ですのでご勘弁ねがいます。
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務学術研究の動向務 

アジア学術セミナー「分子科学と分子材料」

伊藤光男

者間の研究交流，情報交換は欧米諸国に対するも

1. セミナー開催まで のと比較して稀薄であると言わざるを得ない.ま

して若手の分子科学研究者間の交流は皆無に近い

アジア学術セミナー(以下「セミナー J という) 状態である.この現状を打破し研究者，とくに若

は，日本学術振興会(J SPS) の事業の一環として， 手研究者の交流を深めることは，アジア地域にお

アジア地域の若手研究者の育成と研究交流を図る ける分子科学，分子材料の研究に大きな刺激を与

目的で数年前より実施されているものであり，特 え研究の発展をうながすとともに，若手研究者の

定のテーマを設定してその分野で活躍中の一流の 連帯感と友情を深めるのに大きな効果をもつもの

研究者による講演と関連する研究所，研究機関の と考えられる.これはまさにアジア学術セミナー

見学から成っている. 

1993 年 8 月，ニューデリーで開催さ

れたインド』日本科学会議において，長

倉三郎教授(総合研究大学院大学長)

と C.N.R. Rao 教授(ネールセンター

長)との間で，本セミナーを“分子科

学と分子材料"のテーマの下で 1994 年 

11 月にインドのバンガロールにおい

て開催することが合意された.分子科

学，分子材料は化学，物理，生物の境

界領域として近年急速な発展を示して

いる研究分野であり，単一分子の構造，

機能に関する基礎的研究から分子集合

体としての機能性材料の開発に至る広

い範囲にわたっている.アジア地域に

おけるこの分野の研究活動は活発に行

われており，とくに日本，インド，中

国，韓国，台湾の研究水準は極めて高

く，このことはこの地域で 3 人のノー

ベル賞分子科学者(インドの C.V. 

Raman ，日本の福井謙一，台湾の Y. 

T. Lee(本セミナーの講演者»を輩
出していることからもうかがえる.

これらアジア各国の研究水準は高い

にもかかわらず，各国の分子科学研究 
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表 1 セミナー開催態旨書(要約)

平成 6 年度アジア学術セミナー「分子科学と分子材料」 

1.趣旨

本セミナーは，アジアの若手研究者に分子科

学及ぴ分子材料について集中的な研修の機会

を提供し，研究水準の向上及び研究者の養成

に資することを目的とする. 

2.	 主催者

日本学術娠興会

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所

インド科学研究所

先進科学研究のためのジャワハラル・ネール

センター 

3.	 開催日及び開催地
 

1994 年 11 月 22 日 ~12 月 2 日


ジャワハラル・ネールセンター


(インド，バンガロール市)


4.組織委員会

伊藤光男(岡崎国立共同研究機構分子科学研

究所長)

長倉三郎(総合研究大学院大学長)

茅幸二{慶慮義塾大学教授)

山口兆(大阪大学教授)

岩村秀(九州大学教授)

丸山有成(岡崎国立共同研究機構分子科学研

究所教授)

吉原鰹太郎(岡崎国立共同研究機織分子科学

研究所教授)

北川禎三(岡崎国立共同研究機構分子科学研

究所教授)

の目的にほかならない.

こうして長倉一 Rao の問の合意に基づいて，“分

子科学と分子材料"に関するアジア学術セミナー'

を日本学術振興会とインド科学技術省 (DST) が

共同主催し，日本側は分子科学研究所が，インド

側はネーノレセンターがそれぞれ世話機関となり準

備を進めることになった.まず，セミナーは 1994

年 11 月 22 日 ---12 月 2 日にバンガロールのイン

ド科学研究所(I ndian Instituteof Science) で行

うことが決まり，日本側はセミナー前半の講演を，

インド側は後半の研究所見学をそれぞれ分担して

立案し，実施するととになった.セミナ←の実施

方法，講演主題，講師，見学場所の選定等，組織

委員会(表1)は約 1 年にわたって準備を行った.

若手研究者の参加募集は表 1 に掲げた開催趣旨書

を各国の著名な研究者に配布するとともに，優秀 

な 35 歳以下の若手研究者の推薦を依頼した.その

結果，インドから 17 名，日本から 8 名，中国 5 名，

韓国 3 名，シンガポール l 名，タイ 1 名，フィリ

ピン 1 名が出席した.なおこのほかにオーストラ

リア 2 名，ニュージーランド l 名，ロシア 1 名の

若手研究者が講師の資格で参加したので，総計 40

名となった.また講演者は，ノーベル化学賞受賞

者である Y.T. Lee 教授を含めて 22 名で. 7 か

国にわたった(表 2}.

インド以外の国から参加した講師，若手研究者

の旅行日程及び旅費の手当は日本側が面倒を見る

ことになっていたため，個々の参加者との連絡，

旅行日程の調整はすべて岡崎国立共同研究機構の

事務官 2 名と私があたった.この作業にはかなり

の時間と労力を要し，各参加者と交信したファッ

クスだけでも膨大な量にのぼった.この苛酷な作

業に献身的にあたっていただいた管理局国際研究

協力課の相原課長，石川研究協力専門員に心から

お礼を申しあげる.今回は幸いにもこの 2 人の事

務官の方があたっていただいたが，これを研究者

がやらな砂ればならないとしたら研究活動を相当

に犠牲にせざるを得ないであろう.今後のアジア

学術セミナーの発展のためにも世話機関の労力軽

減の方策を切に望みたい.

一方，セミナ一実施計画の調整，インド入国の

ためのピザの取得，各人の宿舎の確保，はてはた

またま起こったペスト騒ぎに対する対応等，イン

ド側の関係者のご苦労は大変なものであった.と

くにインド科学研究所の B. Bagchi 教授. S. 
Ramasesha 教授，ネ-}レセンター事務局の方々に

は大変お世話になった.ここに感謝の意を表する

次第である. 

2. セミナーの概要

セミナーの準備は万端ととのえたつもりであっ

たが，実際にインドに着くまでは心配がなかった

と言えば嘘になる.私自身ボンベイ到着が約 10 時

間遅れ，他の日本人の方は予約していたインド圏

内の航空便が客が少ないという理由で突然欠航と

なり泡を食ったりと，いろいろと予想しないこと

が多かった.

しかし，セミナー会場であるバンガロールのイ
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表 2 「分子科学と分子材料」に関するアジア

学術セミナーのプログラム 

11 月 22 日(火)

“分子分光" 

O超音速ジェット・レーザー分光(La ser S開 ctro ぽ opi 田 

for Molecules and Ions in Su 阿部 nic Jet):伊藤光男

{分子科学研究所} 

Oジェット冷却分子の低藍動鑑電分光 (Low Frequency 
VibronicSpectroscopyofJet-Coold Molecul 田) :M.
 
Chowdhury(インド科学育成協会)
 

0小クラスターの電子分光(日 ectronic Sp 配 troscopyof
 

SmallClusters):茅幸二(慶慮義塾大学)
 

0時間分解共鳴ラマン分光とその応用 (Time-R 田olved
 

Resonance Raman Spectroscopy and Its
 
Applications):北 )11 禎三(分子科学研究所)
 

0若手研究者による研究発表 (6 名)
 

11 月 23 日(水)

“分子ダイナミックス" 

0協奏的分子解離のダイナミックスとそード選択光化学 

(Dynamicsof Concerted Mol 配ular Diss 民 iation and 
ModeSelective Photochemistry):Y.T. Lee(カル

フォルニア大学パークレー，台湾科学アカデミー) 

0流体中の分子緩和 (Molecular Relaxation in 
Liquids):B.Bagchi(インド科学研究所) 

0多分子構成系におけるエネルギー，電子移動のダイナ

ミックス(Dy namics ofEnergyandElectronTransfer 
inSupramolecularSystems):K.P.Ghiggino(メルボ
ルン大学) 

Oプェム卜秒カース及ぴラマンエコーによる掻動，回転

緩和の研究 (Vibrational andRotationalRelaxation 
Studiedby Femto 田cond CARSandRaman Echo):

吉原紐太郎(分子科学研究所) 

0化学反応ダイナミックスと分子クラスター (Chemical 

Reaction DynamicsandMolecularClusters):梶本興

亜(京都大学) 

0若手研究者による研究発表 (6 名) 

11 月 24 日(木)

“分子理論" 

O分子の電子構造とダイナミックスの理論の最近の進歩 

(Recent Advanc 白 in the Theory of Molecular 
ElectronicStructureand Dynamics):諸熊蓋治(エモ
リ一大学)
 

0水及び蛋白質の分子理論: M.S.Jhon(韓国先進科学


技術研究所)
 

11 月 25 日(金)

“分子物性" 

O分子団体の特性(Ch aracterization of Molecular 
Solids):井口洋夫(岡崎国立共同研究機構) 

0分子磁性材料のデザインと合成 (D 白 ign and 
Synth 白 is ofMolecular Ba 田d MagneticMaterials):

岩村秀(九州大学) 

0外部共事Eを有する有機系の光学及ぴ磁気的性質 

(OpticalandMagnetic Pr operti 田 of OrganicSystems 

with External Conjugation) :S. Rama 銃汚 ha (インド

科学研究所} 

0分子材料の特異な性質一団体フラーレン (Some 

Exotic Properties of Molecular Materials-Solid 
State Fulleren 缶) :丸山有成(分子科学研究所) 

0 共事 E ポリマーの機能性分子材料 (Functional 
MolecularMaterialswithConjugatedPolymers):清

水剛夫(京都大学) 

11 月 26 日(土)

“分子材料" 

Oフラーレン，カーボンナノチュープ及ぴ関連系の団体

物性(So lid StatePropertiesof Fu l1 eren 田. Carbon 
NanotubesandRelatedSystems):C.N.R.Rao(ネー
ルセンター)
 

O金属錯体に基づく新しい分子材料 (Novel Molecular
 
Materials Ba 母d on Metal Complexes):A. E.
 
Underhill, (ノースウェルズ大学)
 

0 知的光媒体一基礎と応用(I ntelligent Photoｭ
 
Interfac 白 -Fundamental and Applicatio 回) :藤嶋

昭(東京大学)
 

OLB 膜の生成と性質 (Formation and Properti 田 of
 

LB-Film):D. Zhu(中国科学院化学研究所)
 

0分子光ダイオードと走査プロープ顕微鏡 (Molecular
 

Photodiodesand' ScanningProbe Microscopi 田) :藤


平正道(東京工業大学)
 

0若手研究者による研究発表 (6 名)
 

11 月 28 日(月) .......12 月 2 日(金)


インド科学研究所(バンガロール市)， Tata 基礎科学

研究所(ボンベイ)，核科学及び数学に関するインド政府

国家センター(ボンペイ)， Bhahha 原子研究センター(ボ

ンベイ)の見学

ンド科学研究所に着き不安は一掃された.南イン

ドのカルナータカ州の州都であるバンガロールは

標高 700m の高原に位置する緑あふれるガーデ

ン・シティーであり，避暑地としても有名である.

市の北西部にあるインド科学研究所は広大なキャ

ンパスを占め，うっそうと茂る大樹の森の中に由

緒ある重厚な建物が点在する別天地であった， 

月は乾期にあたり，澄んだ青空が舷がり，柔らか

い日射しが樹々の葉に照りかがやいている風景

は，ここに来るまで想像だにしなかったものであ

る.また，よく整備された快適な宿舎はインドま

での長旅の疲れをいやしてくれるに十分であっ

た

セミナーの会場は，今世紀初頭に建てられた 

Faculty Hall という英国風の重厚で気品あふれ

る石造りの建物(図1)の中にあり，これもまた

英国の国会議事堂内を思わせるような 2∞人くら 
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いが収容できる立派な講義室であった.セミナー

は， C.N.R. Rao ネールセンター長の歓迎の辞，

長倉三郎総合研究大学院大学長，菊池健日本学術

援興会理事及び私の挨拶のあと，各講師による講

演がプログラムに従つで進行した.講演は午前に 

2 つ，午後に 2.-...-3 つという比較的ゆったりした

もので，討論の時間も十分に設けられた.コーヒー

プレークや立食形式の昼食は，講義室に隣接する

貴族の舞踏会場を思わせるような社大な部匡があ

てられ，そこで討論の続きがなされたり，また講

師と若手研究者との活発な交流が行われた.夕方 

5 時から 7 時までの 2 時間は若手研究者がそれぞ

れの研究を発表するプレゼンテーションにあてら

れ，活発な討論が展開され大いに盛り上がった.

このようにすべての参加者が朝 9 時から夕方 7

時頃まで行動をともにした 1 週間であった.こう

書くと大変ハードな 1 週間と聞こえるかもしれな

いが，ゆったりとした和気藷々の楽しい 1 週間で

あった.なお， 11 月 25 日以降の講義は同じキャン

パス内にあるネールセンターの講義室に会場を移

して行われたが，ここも熱帯の色鮮やかな花でか

こまれたすばらしい場所であった. 

3. 感想，その他

今回のセミナーは，一流の研究者による第一線

の研究をじっくり聞くことを主眼としたため，こ

れら研究者の研究に対する哲学というか，考え方，

アプローチ等，通常の学会等ではとても間げない

貴重な話を聞くことができた.このように，ノー

ベル賞受賞者を含む 22 名の著名な分子科学研究

者からそれぞれまとまった講演を一週間にわたっ

て，しかも限られた少人数で受付ることができた

のは質沢の極みと言うべきであろう.若手研究者

はもとより講師をつとめたシニアーの研究者に

とっても極めて有意義であった.

また若手研究者によるプレゼンテーションも素

晴らしいもので，意欲あふれる優秀な研究者がア

ジアで確実に育ちつつあることを実感した.若手

研究者たちはセミナー開催中，同じ宿舎で寝食を

ともにし，互いに深い友情と強い連帯感が生まれ

たように思う.この友情と連帯感は，アジア地域

におりる分子科学研究の今後の発展に重要な役割 
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を果たすに違いない.

インド側による種々の歓迎と接待 -Get 

Together Party ，すばらしいインド舞踊の観賞，

満天の星空の下，豪華なホテルでの野外夕食会，

週末のマイソールへの遠足ーいずれもインドのす

ばらしい風物と文化に触れることができた楽しい

時であった.また，若手研究者の研究所見学はイ

ンドの基礎研究の現場を見，研究者のひたむきな

姿に接する貴重なものとなった. 

4. おわりに

以上がセミナーの大雑把な経緯と私の感想、であ

る.はたしてセミナーが成功であったかどうかは

私が判断することはできない.しかし，若手研究

者から私に寄せられた 30 以上のレポートはその

評価を知る材料になるかもしれない.

最後に本セミナーの開催にあたり物心両面で全

面的なご支援をいただいた日本学術振興会に衷心

よりお礼申しあげたい. とくに遠路はるばるイン

ドまで駆けつげていただいた日本学術援興会の菊

池健理事，内山博之地域交流課長に感謝いたしま

す.本セミナーの口火を切られ，最後までいろい

ろとご指導，ご援助をたまわった長倉三郎総合研

究大学院大学長. C.N.R. Rao ネールセンター長

に心からお礼申しあげます.組織委員会の方々及

び岡崎国立共同研究機構管理局の方々には準備の

作業で大変ご苦労をおか付しました.ここに改た

めてお礼申しあげます.

インド側の暖かいおもてなしと心のこもったご

配慮にはお礼の言葉もありません.セミナーを支

えていただいたインド科学技術省，セミナーの運

営にあたっていただいた B. Bagchi , S. 

Ramasesha 両教授，ゆきとどいたお世話をいただ

いたネールセンタ一事務官の Nagaraja Rao 氏

に感謝の意を表します.

-伊藤光男(いとう・みつお， 1929 年生)

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所長，東北

大学名誉教授.九州大学理学部卒.理学博士.

研究課題:分子分光学/分子の電子・張動状態.

受賞:日本化学会賞(昭和 63 年)/日本分光学

会賞{平成元年>.
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伊
藤
光
男

私
は
東
大
出
身
で
も
な
く
、
森
野
研
門
下
生
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
と
の
繋
が
り
は
同
じ
分
子
科
学
を
研

究
す
る
大
先
輩
と
後
輩
と
い
う
関
係
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
は
私
に
と
っ
て
人
間
と
し
て
、
ま
た
研

究
者
と
し
て
ま
さ
に
人
生
の
恩
師
で
あ
り
、
私
の
人
生
の
節
目
、
節
目
で
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

先
生
で
あ
り
ま
す
。

先
生
と
の
最
初
の
出
合
は
も
う
三
十
数
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
私
が
九
大
の
助
手
を
し
て
い
た
時
で
し
た
。

当
時
、
私
は
分
子
性
結
晶
の
ラ
マ
ン
ス
ペ
ク
ト
ル
の
研
究
を
共
同
研
究
者
も
な
く
た
だ
一
人
で
や
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
赤
外
分
光
の
全
盛
期
で
し
て
古
め
か
し
い
写
真
測
定
に
よ
る
ラ
マ
ン
等
を
や
っ
て
い
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
学
会
に
出
ま
し
で
も
私
の
講
演
は
赤
外
の
多
く
の
講
演
の
あ
と
に
、
全
く
つ
け
た
り
と
い
う
形

で
最
後
に
因
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
赤
外
の
講
演
ま
で
は
会
場
は
大
賑
い
で
す
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
潮
が
ひ
く

よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
出
て
行
き
、
あ
と
に
バ
ラ
バ
ラ
と
し
か
人
が
い
な
い
状
況
で
研
究
発
表
を
す
る
の
が

常
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
、
森
野
先
生
だ
け
は
い
つ
も
残
っ
て
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後
も
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駆
け
出
し
の
青
二
才
に
と

っ
て
、
森
野
先
生
の
よ
う
な
大
先
生
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
と
く

に
こ
の
辛
か
っ
た
時
に
い
た
だ
い
た
励
ま
し
が
私
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
カ
に
な
っ
た
か
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な

い
も
の
で
し
た
。
声
を
か
け
た
森
野
先
生
は
そ
の
よ
う
な
事
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
森
野
先 

、
， 
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森野米三先生を偲ぶ、追悼記念事業会編、 264(199η 
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あの日あの時の森野先生

生
の
こ
の
よ
う
な
暖
か
い
心
遣
い
が
若
い
研
究
者
に
自
信
を
も
た
せ
、
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
力
を
奮
い

立
た
せ
る
も
の
で
し
た
。
あ
の
時
、
先
生
に
い
た
だ
い
た
励
ま
し
を
思
い
起
こ
す
度
に
涙
が
こ
み
あ
げ
て
く
る

の
を
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
、
あ
の
励
ま
し
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
私
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
私
の
研
究
生
活
で
若
い
人
に
や
る
気
を
お
こ
さ
せ
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
教
訓
と
な
り
ま
し

た
。

そ
の
後
、
森
野
先
生
に
は
い
ろ
ん
な
機
会
に
い
ろ
ん
な
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
研
究
は
楽
し
ん
で
や
る

も
の
だ
、
水
島
先
生
の
こ
と
、
初
期
の
ラ
マ
ン
実
験
の
苦
労
話
、
ラ
マ
ン
の
研
究
で
大
き
な
魚
を
釣
り
損
な
っ

た
こ
と
、
ご
夫
婦
で
の
山
歩
き
の
楽
し
さ
、
苦
情
蔵
王
で
遭
難
し
か
か
っ
た
こ
と
な
ぞ
、
尽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
決
っ
て
、
伊
藤
君
、
奥
さ
ん
を
だ
い
じ
に
し
ろ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

先
生
と
同
じ
く
子
供
の
な
い
私
を
お
も
ん
ば
か
つ
て
の
暖
か
い
言
葉
で
す
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
森
野
先
生
の
奥

様
に
た
い
す
る
深
い
思
い
や
り
と
愛
情
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

晩
年
の
数
年
は
あ
ま
り
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
手
紙
で
の
や
り
と
り
が
多
く
、
手
紙

を
さ
し
あ
げ
る
と
間
髪
を
い
れ
ず
ご
返
事
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
三
年
程
前
、
全
く
ヒ
ョ
ン
な
こ
と
か
ら

分
子
研
所
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
時
、
森
野
先
生
か
ら
所
長
心
得
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
手
紙
の
な
か
で
先
生
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
私
は
現
在
の
中
研
に
き
て
所
長
を
勤
め
ま
し
た
が
、
そ
の
聞
に
、
あ
る
人
の
本
を
読
ん
で
、
「
所
長
は
自
分
の

研
究
を
持
つ
べ
き
で
な
い
、
判
断
の
公
正
が
保
た
れ
な
く
な
る
」
と
い
う
意
見
を
知
り
感
心
し
て
実
行
し
ま
し

た
。
私
の
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。
自
分
の
問
題
を
持
て
ば
そ
の
方
が
ズ
ッ
ト
面
白
い
か
ら
所
長
事
務
な
ぞ
適

当
に
す
ま
せ
て
四
六
時
中
自
分
の
問
題
を
考
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
多
分
、
貴
方
も
私
と
同
じ
よ
う
に
自
分

の
問
題
の
ト
リ
コ
に
な
っ
て
し
ま
は
れ
る
で
し
ょ
う
。
分
子
研
は
い
ま
瀬
戸
際
に
い
ま
す
。
ど
う
か
自
分
の
希

望
は
グ
ッ
ト
こ
ら
え
て
分
子
研
の
た
め
に
つ
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
希
望
し
ま
す
」 
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こ
の
お
手
紙
で
私
は
森
野
先
生
か
ら
す
っ
か
り
見
透
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
言
葉

は
、
も
う
お
前
の
研
究
は
限
界
に
き
て
い
る
の
だ
か
ら
研
究
は
若
い
も
の
に
任
せ
て
お
前
は
縁
の
下
の
力
持
ち

に
徹
し
ろ
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
所
長
に
な
る
と
同
時
に
自
分
の
研
究
は
や
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
分
子
研
が
よ
く
な
っ
た
か
ど
、 

7
か
大
い
に
疑
問
で
す
が
:
・
:
。

森
野
先
生
の
分
子
科
学
へ
の
ひ
た
む
き
で
純
粋
な
思
い
、
研
究
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
の
反
面
、
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
暖
か
い
お
人
柄
等
、
我
々
は
い
つ
も
深
い
感
動
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
私
ど
も
も
こ
の
よ
う
な
感
動

を
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

(
本
文
は
東
条
会
館
で
行
わ
れ
た
森
野
先
生
を
偲
ぶ
会
で
の
追
悼
の
辞
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

(

骨

子

科

学

研

究

所

長

、

東

北

大

学

名

誉

教

授

)
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